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は しがき   

本研究は「量子推測理論の数理統計学的基礎とその応用」と題し，平成14年度から17  

年度にわたり，日本学術振興会の科学研究費（基盤研究（A）（1））の交付を受け，関連領域  

の研究者の協力を得て組織的に遂行された．そのテーマは，（i）統計的モデルと統計量，（ii）  

ファイナンスへの統計理論，時系列解析及びそれらの応用，（iii）実験計画とその周辺にお  

ける数理構造の解明とその応用，（iv）統計的逐次推測理論とその応用，（Ⅴ）バイオスタテイ  

スティクスの数理的基礎，（vi）量子力学の非局所性と統計的手酎軋（vii）数理統計学と計量  

心理学，（viii）統計的推測の新展開，（ix）統計的推測理論とその応用，（x）データ解析のため  

の統計科学理論，（Ⅹi）因子分析の理論とその応札（血）統計的推定方式に関する理論とそ  

の応用，（Ⅹiii）実験計画とその周辺における数理構造の解明とその応札（Ⅹiv）統計科学の  

理論と応用の新展開，（ⅩⅤ）量子統計とその周辺，（ⅩVi）量子統計，量子情報幾何とその量子  

情報科学への応用，（ⅩVii）実験計画法およびその周辺領域における組合せ構造の解明とそ  

の応用，（ⅩViii）確率統計学における漸近的方法一統計解析・金融工学・保険数理・確率  

数値解析への発展，（Ⅹix）統計数理の基礎理論．これらのテーマについて研究集会を開催し  

多くの参加者を得ることができ，非常に多くの新しい研究成果が発表され，活発な討論が  

行われ，いずれも有意義な集会になった．本研究報告はこれらテーマについて研究成果を  

中心に取りまとめたものである．   

各テーマの研究成果はそれぞれのグループの責任者である分担者に取りまとめて頂き，  

またそれぞれの研究の内容については，研究集会での発表者自身にまとめて頂いた．さら  

に，各研究集会において広範囲の分野の研究者の方々に討論に参加して頂き，そのことば  

研究成果の発展に大いに貢献した．ここに研究分担者をはじめとして御協力頂いた多くの  

方々に心より御礼申し上げる次第である．最後に，本研究報告書を作成するに当たって，筑  

波大学大学院数理物質科学研究科の大谷内奈穂助手に御協力頂いたことを感謝申し上げ  

たい．  

平成18年3月  

研究代表者 赤平昌文（筑波大学大学院数理物質科学研究科）   
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